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當麻 功

(39年 商 小平）

明けましておめでとうござ
います。

清々しい気持ちで新年をお迎え
のことと存じ上げます。

また日頃は多摩支部の運営・活動に対し絶大
なるご理解とご協力をいただき有難うござい
ます。
令和の時代を迎えた昨年は、多くの祝い事と

ともに厳しい自然災害もありました。
様々な事柄の中で、私はいくつかの地域支部
のイベントに参加してきました。そこでは多くの
校友の皆さんが溌剌と活動している姿に、地域
におけるチームワークとコミュニケーションの
素晴らしさと大切さを強く感じさせられました。
多摩の地域支部はまだまだ力強く前進できる
と確信するに至りました。

そして、新年早々の箱根駅伝ではこのままい
けば３位かと思いつつ６位でのシード権獲得に
至り興奮しそして安堵したことでした。また全
国大学ラグビー選手権大会では久しぶりの頂
上対決としてオール明治の期待を背にし、激し
い追い上げも残念な結果となりました。次シー
ズンに向けても野球、ラグビー、駅伝、サッカー

はもちろんのこと、フィギアスケートの樋口新葉
さん、本年4月入学予定の本田真凛さん等の活
躍にも大いに期待したいところです。

更に、今年は東京オリンピック・パラリンピック
が開催され、胸躍る日々が到来します。全アス
リートとともに母校出身の選手の健闘を期待し
たいですね。

多摩支部は全国でも有数の２１地域支部があ
ります。「女性会員の増加」「若手会員の増加」
というテーマは全地域支部共通の永年の課題
です。また「父母会との連携」も今後の課題で
す。これらの課題は短期間で解決できることで
はなく多摩支部と地域支部の将来への大きな
継続的なテーマですので全員で考えていきた
いと思っています。

現在皆さんの地元の各地域支部では支部内
の状況を整理していただいております。有益な
情報の把握、共有化、を経て、多摩支部と地域
支部が一体となり、地域支部の実情にあった手
法で実行の段階に入って行ければと考えてい
ます。皆さんの積極的なご意見と提案をお待ち
しています。

今年も常に地域支部と共に考え、地域の皆さ
んのご意見を尊重しつつ多摩支部の運営に当
たる所存ですので、ご理解のうえご支援とご協
力をお願いいたします。

結びに、本年が校友の皆様とご家族様にとり
まして幸多き一年となりますよう心よりお祈り
いたします。
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本対談については、「明治大学広報No.735」で全校友に配布されており、既にご案内
と思いますので、一部骨格だけを抽出しました。

世界に発信する大学・研究型大学への転換
2019年の振り返りと年頭所感
柳谷理事長
自然災害の多い年で、被災学生の学費減免や入学

検定料免除など実施。

学校法人経営の観点では、留学生と日本人が共に

生活する国際混住寮「明治大学グローバル・ヴィレッ

ジ」の開設があり、2

021年に迎える創立

140周年記念事業

の基本金組入れ前

当年度収支差額」

が前年比5億円増

加の19億2100万円

になったことが大き

い。要因はコスト削

減と学費改定・定員

増・3年連続の志願

者11万人超えなど

である。

今後も人類と地球環境の調和した未来をできる

有為な人材を社会に送り出すべく教学と法人が一

体となって取り組んでいくことで、2020年を大きな

飛躍の年にしたい。

土屋学長
学長就任以来「研究型大学への転換」を声を大にし

て取り組んできた。2019年には「明治大学再生可能

研究インスティテュート」と「明治大学生命機能マテ

リアル国際インスティテュート」が設置され、「太陽電

池を中心とした再生可能エネルギーの創生、その有

効性と利用と貯蔵までの研究や人工材料の再生医

療などへの医学応用にかかわる研究が行われる。

また、昨年末には農学部の長嶋比呂志教授による

人工多能性幹細胞（iPS細胞）を使ってブタの体内で

人の膵臓をつくる研究計画が報道されたように、農

学部における研究も大きく実りあるものになってき

ている。明治大学には医学部はありませんが、こう

した医学系・生命科学系の研究が高い注目を集めて

いるのは、明治大学が研究型大学となっていく姿が

示されたものである。

授業負担を軽減して、研究に専念できる環境づくり

にも着手するなど、研究型大学への基本的な道筋

は整ってきており、その方向で行って欲しい。研究が

教育に還元され、豊かなリソースが提供されるよう

に願っている。

140周年記念事業についてー柳谷理事長
記念事業につきましては、2018年末から140周
年記念事業実行委員会を開催し、そのもとに記
念式典・祝賀会等4分科会を設け、計画の具体化
を進めている。2021年11月1日の創立記念日に
記念式典と祝賀会を開催予定。新教育棟建設・1

40周年記念ロゴ
マーク決定やさ
まざまな企画も
のの検討をして
いる。
また、記念事業
を支えるものと
して「創立140周
年記念事業募金」
を開始、寄付者
を称える「ネー
ムプレト」設置な

ど「寄付の見える化」を一層推進。
140周年記念事業は、その10年後の創立150周
年を見据えたものであり、「グランドデザイン203
0」に基づいて長期ビジョンを策定していく。

「グランドデザイン2030」についてー土屋学長
2030年がどうなっているか予想するのは難し
いが、日本の採用マーケットはアジアに広く開か
れたものであろう。少子化もありアジア人材を
多く迎える時代となり、日本の学生とアジア人
材との競争関係になり、競争に勝てる能力が必
然となる。
大学教育もアジアや世界を意識せざるを得ず、
とりわけ21世紀はアフリカの時代といわれる。幅
広い視野と能力を持った人材を送り出さなけれ
ば、大学は生き残れない。「グランドデザイン203
0」では、2030年には外国語による科目を、全講
義の30％、本学教員の30％は女性教員を目標
に掲げている。
多様な人種・性別・国籍からなる人たちに支えら
れた大学に転換していく。
様々な形の多様性に応えうる大学になっていく
準備は既に始まっている。
（編集者注釈）「グランドデザイン2030」は創立150周

年を見据え、建学の精神・理念・本学の使命を再確認

すると同時に、10年後の本学の将来像（ビジョン）と

それを実現するための重点施策を示すものである。



歴史的大敗と思いきや後半の粘り

大応援団の声援も受け爽やかにノーサイド

早稲田の気力・勝利への執念一歩ではなく

数歩まさっていました。 沼尻 哲ー国立

その１

秩父宮の仇を新国立で討たれた。

結果だけ見ると１０点差であるが、前半の０：３１はまさ

に想定外で我らの仲間は途中で席を立つ始末であっ

た。

開始早々早稲田の速い出足、左右に流れるスピード

あるパス回しにかく乱され、対応できず次々とトライ

を献上した。

今までにも立ち上がりの動きに悪いときもあったが、

新国立にはすでに魔物が住み着いていたのか、完

全に浮足立ってしまった。

ところがハーフタイム後、これが同じチームかと思

もうほど動きが良くなり、後半では５トライ３５点奪っ

たが逆点には至らず３５：４５でノーサイドとなった。

主力メンバーの４年生８人が卒業となるが、残る布陣

と高校の最強選手等を加え、田中監督のもと来年の

王者奪還を楽しみしている。

その２

にわかファンが多かったにしてもＫＯ前には５７，３４

５人の観客で完全に埋め尽くされていた。３０分前に

は大分空席も目立ち、本当に自由席券完売かと疑っ

ていたが。

競技場としては未完成でまだ不便のところ多々あり、

座席の幅も狭いが前後が大変狭く、一人移動に皆立

たねば通れない、どうなることか心配になった。

河西善実 国分寺

初めての新国立競技場での決勝戦、ワクワクしな

がらの観戦でした。

自由席ということもあり長蛇の列に並び、なんとか

バックスタンド3階中央付近に座ることができました。

試合内容についてはご存知の通りです。あの前半

はなんだったんでしょうね。地に足がついていませ

んでした。もう１ハーフあれば・・・たらればですが。両

校ともゴールキックはすごかったですね。難しい場所

もあったのですがノーミスでした。３年生以下の優秀

な選手もいますし、この4月には高校ラグビーで活

躍した選手達が入学するようです。来季の活躍を期

待しましょう。

新国立競技場の印象ですが、座席の前後左右が

狭いですね。トイレに行くときは全員立ってもらわな

いと進むことができませんでした。スタンドの階段通

路も急で狭かったです。ほぼ満員だったのですがメ

インスタンド側の1階、2階に結構な広さで席のない空

白スペースがありました。まだ完成していないのか、

オリンピックの報道機関向けの場所なのか不明です

が何とかしてほしいです。オリンピック終了後の改修

が楽しみです。

いいところは、スタンド上を覆う屋根の梁には木材

が使われていて和を感じました。

また、ゴミ箱は結構あったので助かりました。来季

の明早戦もここでやって欲しいですね。

向井 淳 町田

応 援 記

昨年12月の明早戦大勝利を受け、新国立競技場へ

連覇を信じ、応援に行ってきました。

結果はまさかの敗北。本学は前半、主将武井、ロッ

ク箸本を中心としたFWが完全に止められたのが敗

因でした。早稲田は明早戦以後、良く立て直したと

いうのが印象でした。

今後、何年も両校の時代が続くことを予感させ

る試合でした 設楽一彦 福生
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ラグビー大学選手権決勝 観戦報告 2020年1月11日

サッカー天皇杯決勝（2020.1.1）入場者数57,597人に劣らない入場者数57,345人の満員スタンド。
新国立競技場で行われたラグビー大学選手権は早稲田が11大会ぶりの優勝となりました。明治

大学は前半１トライもあげられず０－３１で翻弄されました。対抗戦で勝っているのでチームに油断
があったのでしょうか。後半は猛追しましたが、時すでに遅し、３５－４５で勝利を逃し２連覇はなりま
せんでした、悔しいですが、早稲田は対抗戦で負けた悔しさがあり、勝利への執念が一歩明治を上
回っていた気がします。しかし、ここは素直に相手に拍手を送りましょう。これからも最高のライバ
ルとして戦って行くことは間違いないですから。楽しみはまた来年にとっておきましょう。

思えば、対抗戦で優勝した後の大学選手権。東海大学との準決勝、その前の関西学院大学との
試合は精彩がなく、かろうじて勝利した感がありました。それに比べ、早稲田大学は準決勝で、そ
れまで毎試合50点以上を奪って、全勝で勝ち上がってきた天理大学から５２－１４で勝利し、圧倒的
強さを見せつけました。その勢いの違いが今日の結果にも表れたと思います。

さて、国立競技場の試合はスケールが大きくて見ていて気持ちが良いものです。2013年12月2
日旧国立競技場最後の明治早稲田戦でユーミンこと松任谷由実が「ノーサイド」を歌ってから7年、
再び国立競技場で熱戦を観戦できたのはとてもうれしいことです。

新国立競技場は新しくてきれいですが、座席と座席の前後のスペースが狭く、またトイレの数も
少ないと思いました。外国人が座ることを考えるともっと広くとるべきだったと思います。メインス
タンド側は一部まだ座席が取り付けられていない箇所があり、未だ工事が完成していないという
印象でした。 明治大学校友会東京都多摩支部 企画事業委員会 江面利和（写真：記事）

編 集 後 書 令和初の正月、駅伝、ラグビーと学生スポーツを快晴のなかで楽しむことが
できました。駅伝ではデッドヒートの末、総合6位で５年ぶりにシード権を確保できました。ラグビー
は東海大学を撃破し、早稲田との頂上決戦に臨みました。結果はご覧の通り。何があったのでしょ
う？対早稲田3連勝中の油断？慢心？新国立での意識過剰？後半は流石でしたね。今年度も有望
な学生の入学が予定されています。期待に応えられるよう指導・育成して欲しい。新春対談にあり
ますように母校明治大学は140,150,200周年を見据え、生き残りをかけ、アジアに、世界へ向けて
飛翔しようとしています。校友皆様の物心両面の支援を求めています。校友会の目的は母校賛助
です。多摩支部も大きく飛躍するよう頑張りましょう。 多摩支部広報委員会

箱根駅伝応援記（写真提供：アフロスポーツ）
正月恒例行事として町田地域支部では往路第3区（藤沢付近）の応援に

駆けつけています。今年も快晴に恵まれた2日、藤沢駅至近の校友の会計事
務所駐車場に出かけました。藤沢地域支部の用意された甘酒を2，3杯飲み
干し、ランナーが来るのを待ちます。白バイやパトロール・カー等が何台か
過ぎた後、空でヘリコプターがホバーリングするとランナーがやってきます。
青山が通過、早稲田・国学院・帝京・東海と続くがまだ来ない。更に4校が通
過してやっと来ました。拓大と競っています。カメラを構えるがあっという間
に目前を通過、撮影失敗！首から上が写っていない。！
町田に帰ってからいつもの飲み屋で”新年会” 乾杯！！復路7区 阿部
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